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７―２．重点整備地区の問題・課題１（駅、駅前広場、道路・歩道等） 

アンケート調査、団体ヒアリング調査、第１回ワークショップ（現地点検調査）の結果を

踏まえ、重点整備地区内の特定旅客施設（駅）、駅前広場、主な経路について問題・課題の

整理を行いました。 

次頁より、問題・課題図として、とりまとめています。 

 

 ◆重点整備地区の問題・課題図1（特定旅客施設 富田林駅） 

◆重点整備地区の問題・課題図2（特定旅客施設 富田林西口駅） 

◆重点整備地区の問題・課題図3（駅前広場 富田林駅） 

◆重点整備地区の問題・課題図4（道路・歩道等 府管理区間） 

◆重点整備地区の問題・課題図5（道路・歩道等 府管理区間） 

◆重点整備地区の問題・課題図6（道路・歩道等 府管理区間） 

◆重点整備地区の問題・課題図7（道路・歩道等 市管理区間） 

◆重点整備地区の問題・課題図8（道路・歩道等 市管理区間） 

◆重点整備地区の問題・課題図9（道路・歩道等 市管理区間） 

 

重点整備地区の問題・課題図1（特定旅客施設：富田林駅）の概要 

箇所 問題・課題の概要 

富田林駅全体 

アンケート調査による富田林駅の問題点としては、 

①トイレが使いにくい(16.7%) 

②階段の上り下りがしにくい(13.9%) 

③時刻表、料金表などが分かりにくい(7.2%) 

 の順に問題意識が高い。 

構内スロープ・ 

階段 

・勾配がきつく(約 13%)、車椅子一人では難しい。 

・スロープ端部で人がぶつかるためカーブミラーが必要(聴覚障害者)。

・色の違いがはっきり分かる階段の段鼻の設置要望(視覚障害者)。 

トイレ 

・南側トイレは、狭く急な階段の入口でバリアフリーになっていない。

・北側トイレは、バリアフリー仕様だが、手洗いの手すりが張り出し

ており狭く(59.5cm)、車椅子が通れない。入口段差も2.5cmある。

・トイレ位置に関する音声案内がない(視覚障害者)。 

・トイレがホーム端にあるため遠い。 

券売機 

・券売機のボタンが車椅子利用者に対応していない。 

・2台中1台が音声対応だが、全台音声対応を望む(視覚障害者)。 

・身障者用割引切符が南側でしか買えないため、整備されている北口

での集合ができない。 

情報案内 

・北口駅前広場に障害者対応トイレがあるので、誘導案内板を設置し

てほしい。 

・電光掲示板など目での情報源が少ないので案内表示を増やしてほし

い(聴覚障害者)。 

・乗車位置のアナウンスがないと、どこから乗ればいいか分からない。

発着の構内アナウンスが小さく聞き取りにくい(視覚障害者)。 

その他 
・電車とホームの段差は約6cmであるが、出入口によってばらつきが

ある。 
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重点整備地区の問題・課題図2（特定旅客施設：富田林西口駅）の概要 

箇所 問題・課題の概要 

富田林西口駅 

全体 

アンケート調査による富田林西口駅の問題点としては、 

①時刻表、料金表が分かりにくい(7.7%) 

②改札口が狭く通りにくい(7.7%) 

③トイレが使いにくい (7.7%) 

 の問題意識が高い。 

駅入口部 
・駅入口の段差は 2cm(小型水路)、勾配は約 15.8%、乗入れ幅は約

90cmであり車椅子での通行が困難。 

改札口 

・改札口が狭く通りにくい(朝夕の通勤・通学者が一時になるため。ベ

ビーカーがひっかかる)。 

・「車椅子用マーク」はあるが「聴覚障害者用マーク」がない。 

構内スロープ・ 

階段 

・勾配がきつく(約 12.8%)車椅子で自力では困難。しかし、駅員にす

ぐ押していただけるため利用はしやすい。 

・手すりを設置してほしい(高齢者)。 

トイレ 

・構内トイレは身障者対応だが、音声誘導等がないため視覚障害者に

は分かりにくい。 

・シルバーカーでは入口のドアまで手が届かないため開けにくい。 

・シルバーカーが回転できるスペースはない。 

券売機 

・券売機までの誘導ブロックが未設置。 

・券売機カウンター下部に蹴込みがないため車椅子では手が届かない。

・料金表の液晶パネルが西日の時、弱視者は見えない(身体障害者)。 

情報案内 
・時刻表・料金表が分かりにくい。 

・発着の文字による案内がない(聴覚障害者)。 

ホーム 

・ホームの点字ブロックが黄色でないものは、白線表示との区別がつ

きにくい。 

・ホームが全体に狭く、学生登下校時は単線で両方の客が一緒になり、

特に狭くなる。 

・ホーム端部は有効幅員が狭く約79～154cmで、シルバーカーはＵ

ターンできない。 

その他 

・川西駅側の南側踏切の方へ駅出入口を設置できないか(身体障害者)。

・駅前の富田林狭山線は人・車が多く、両面交通なので危険。一方通

行にできないか(身体障害者)。 
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重点整備地区の問題・課題図3（駅前広場：富田林駅）の概要 

箇所 問題・課題の概要 

富田林駅 

駅前広場全体 

アンケート調査による富田林駅駅前広場の問題点としては、 

①通路・歩道の幅が不十分(19.1%) 

②通路上、歩道上の段差解消が不十分(17.5%)  

③路線バスの時刻表,料金表が分かりにくい(8.6%) 

④ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ・ｴｽｶﾚｰﾀｰの設置が不十分(6.9%) 

 の順に問題意識が高い。 

北口駅前広場 

・歩行者がロータリーを回って駅に行くのが大変(社会福祉協議会、以

下「社協」と示す)。 

・駅前広場を横断する際、信号機がない箇所があり危険。 

・バス停の乗車口が狭く、ぴったり停めないと車椅子が乗車できない

 (社協・身体障害者)。 

・車椅子でバス乗車する際、既存の柵が支障となり乗りにくい。 

・スロープ板の勾配がきつく(約 30%)車椅子一人では乗車不可能。2

つ板式は乗りにくい。 

南口駅前広場 

【全体】 

・根本的に狭く、バス、自家用車、歩行者の動線が混雑して危険。 

・旧国道170号に出る信号が短いのと楠公通りとの距離が短いので渋

滞する(社協)。 

南口駅前広場 

【歩道】 

・売店前の混雑が特にひどく歩道中央に柱があり狭く、横断勾配も約

18%もある。 

・ミスタードーナツ側からロータリーに行く道が危ない。 

・旧国道170号の歩道が狭く通れない(身体障害者)。 

南口駅前広場 

【スロープ】 

・売店前のスロープは荷物車が止まっており使えない時がある。手す

りをつけてほしい(身体障害者)。 

・車椅子のスロープが1箇所しかなく、かつ幅が狭い。 

南口駅前広場 

【バス試乗等】 

・バス停の乗車口が狭く、ぴったり停めないと車椅子が乗車できない。

・ワンステップバスのスロープ板の勾配がきつく(約 34.8%)車椅子一

人では乗車不可能。 

・ノンステップバスの導入要望。 

南口駅前広場 

【情報案内】 

・バス停に行くまでに点字ブロックや音声案内などの案内情報がない。

・バス案内板の字が消えかけている、位置が高く見にくい。 

南口駅前広場 

【ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ･ 

ｴｽｶﾚｰﾀｰ】

・エレベーター、エスカレーターへの設置要望。 

その他 

【ﾀﾞｲｴｰ前踏切】

・踏切に入る道の双方とも勾配が急である。 

・線路と通路の間が広く、歩行に危険。 
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重点整備地区の問題・課題図4（道路・歩道等：府管理区間）の概要 

路線 箇所 問題・課題の概要 

歩道 

・基本的に狭い(大半が2m以下、約74cmの箇所も 

ある)。 

・歩道上への違法駐車車両がある。 

・電柱等による通行障害がある。 

・歩道横断勾配がきつい箇所がある。 

・歩道がマウンドアップ構造の箇所がある。 

・歩道と車道の段差が2cmでも車椅子通行困難。 

・点字ブロックや歩車道境界ブロックが壊れている、 

または点字ブロックがない箇所がある。 

・歩道路面舗装が波打っている(ガタガタ)箇所がある。 

旧
国
道
１
７
０
号 

消防署前～ 

常盤町交差点 

信号 

・総じて歩行者の青信号時間が短い。特に富田林西口駅

前スクランブル交差点が長く待つ割に短い。 

・スクランブル交差点は必要か。 
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重点整備地区の問題・課題図5（道路・歩道等：府管理区間）の概要 

路線 箇所 問題・課題の概要 

アンケート調査による富田林駅周辺の問題点としては、 

①歩道の幅が十分確保されていない(14.7%)  

②歩道（または道路）上に段差や傾斜がある(11.8%) 

③ベンチなど休憩施設が少ない(10.3%) 

の順に問題意識が高い。 

歩道 

・基本的に狭い(大半が2m以下)。 

・歩道上への違法駐車車両がある。 

・電柱等による通行障害がある。 

・歩道横断勾配がきつい箇所がある。 

・歩道と車道の段差が8cmの箇所がある。 

・点字ブロックが適切に設置されていない箇所がある。 

・側溝の蓋がない箇所がある。 

旧
国
道
１
７
０
号 

常盤町交差点 

～本町交差点 

信号 ・音声信号がパチンコ店の騒音で聞こえにくい。 
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重点整備地区の問題・課題図6（道路・歩道等：府管理区間）の概要 

路線 箇所 問題・課題の概要 

歩道 

・基本的に狭い(大半が2m以下)。 

・歩道上への違法駐車車両がある(銀行前など)。また、自

転車・バイクの駐輪も多い。 
旧
国
道 

１
７
０
号 

本町交差点～

本町北交差点 

信号 
・旧国道 170 号が右に曲がっている信号(富田林五条線

との交差点)処理が問題(身体障害者)。 

若松町一丁目 

交差点～ 

若松町交差点 

歩道 

・歩道が狭く、歩車道段差があり上がりにくく、窪みも

ある。 

・歩道上に不要な手すりや電柱があり、通行障害となっ

ている。 

・途中より歩道がなくなり、幅も狭い側線のみの区間が

あり、側溝に蓋がない箇所があり危険。 

歩道 ・道路を拡幅し、歩道を設置中。 

富
田
林
五
条
線 若松一丁目 

交差点～ 

金剛大橋 
信号 
・寺内町から金剛大橋へ行く道との交差点信号が分かり

にくい。 

堺
富
田

林
線 

常盤町交差点 

～ダイエー前 
歩道 
・ダイエー前の歩道は狭く(幅員約130cm)、シルバーカ

ーと人がすれ違うことが困難。 

アンケート調査による富田林西口駅前周辺の問題点としては、 

①狭い道を自動車が通行する（24.2％） 

②歩道の幅が十分確保されていない（15.4％） 

③歩行者が歩道や道路いっぱいに広がって歩いている   

（12.1％）  

の順に問題意識が高い。 

道路 
・道路は狭いが、歩行者の通行量が多く、両面交通で直

近に踏切もあって危険だ(老人クラブ)。 

富
田
林
狭
山
線 

富田林西口駅

前付近～ 

第一中学校前 

歩道 

・有効幅員が狭く(約 120cm)、段差があるため、ほとん

ど使用されていない。 

・歩道端に高さ約10cmのブロックがあるが歩道と同じ

色であるため、つまずくことが夜によくある。段差を

無くして白線で車道と区別した方がよい(視覚障害者)。

・第一中学校角に溝があり危険。 
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重点整備地区の問題・課題図7（道路・歩道等：市管理区間）の概要 

路線 箇所 問題・課題の概要 

若
松
歩
専
道
１
号
線 

・
若
松
町
西
線 

富田林駅北口

～若松8号線 
歩道 
・歩道はあるが2m以下(1.0～1.5m)で点字ブロックが

 設置済。 

若
松 

８
号
線

若松町西線 

～若松5号線 
道路 ・歩道がない。 

若
松 

５
号
線

若松8号線 

～税務署 
歩道 

・歩道はあるが、2m 以下(1.1～1.7m)で点字ブロック

が設置済。 

・歩道横断勾配がある。 

11本

号 町

線   

本町交差点～

若松町交差点 
道路 

・歩道がない。 

・幅が狭い側線だけの区間である。 

・電柱等による通行障害がある。 

・溝に蓋がない箇所がある。 

若
松 

１
号
線

若松町一丁目

交差点～ 

新堂診療所 

道路 ・歩道がない。 

本
町
３
号
線 

富田林駅前交

差点～寺内町

センター 

道路 

・歩道がない。 

・舗装が悪い(デコボコ道)。高齢者の手押し車や車椅子、

バギーなどがうまく進まず、つまずいて危ない。 

・側溝に蓋がない箇所がある。 

・点字ブロックがない。 

常
盤 

１
号
線 

 道路 

・舗装が悪い。 

・側溝に蓋がない箇所がある。 

・歩道が石畳になっており車椅子で通ると振動がある。 

・歩道上に電柱があり通行障害がある。 

・スロープの横断勾配が約12%。 

・朝夕は車の抜け道であり、歩行者は危険。 
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重点整備地区の問題・課題図8（道路・歩道等：市管理区間）の概要 

路線 箇所 問題・課題の概要 

寿
２
号
線 

府民センター

前 ～ 旧 国 道

170号 

歩道 

・幅員が狭く(約 110cm)、シルバーカー（幅約70cm）

が通行すれば歩行者は通行できない。 

・府民センターへの乗入れ部の横断勾配が急(20.8%)で、

段差も約2.5cmあり、シルバーカーでは登りにくい。

寿
１
号
線
・ 

寿
２
号
線 

第一中学校前 

～府民健康プ

ラザ 

道路 

・歩道がない。 

・白線の内側に電柱があり歩行者の通行に支障がある。 

・健康プラザ前にある溝は深いが蓋がなく、視覚障害者

及び健常者でも、特に夜間は危険である。転落防止柵

または蓋が必要。 

・健康プラザ前に看板がなく分かりにくい(聴覚障害者)。

・寿２号線は歩道がない上、交通量が非常に多い。 
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重点整備地区の問題・課題図9（道路・歩道等：市管理区間）の概要 

路線 箇所 問題・課題の概要 

道路 

・歩道がなく、道路端の溝と白線の間が約60cmと狭い

ため、車道にはみ出して通行するため危険。 

・府民センター南西角のＴ字交差点について、健康プラ

ザからの道が狭く、人と車が一緒になり危険。 

寿
２
号
線 

府民健康プラ

ザ～府民セン

ター前 

信号 ・信号はあるが、横断の方向や横断時期が分かりにくい。

常
盤 

３
号
線 

青少年センタ

ー前～公会堂

付近 

道路 
・歩道がない。 

・側溝に蓋がなく、転落の可能性あり(蓋の設置が必要)。

甲
田 

１
号
線 

郵便局前付近 道路 

・歩道がなく、車の通行量も多い。 

・スロープ前の電柱が歩行者導線上にあり、通行に支障

がある。 

・郵便局利用者の路上駐車がある。 

駅
連
絡 

通
路 

富田林駅 

北口～南口 
道路 

・車止め素材を柔らかくしてほしい。 

・段差がきつい(6cm) 

・水路蓋に隙間があり危険。 

・視界が悪くカーブミラーが必要。 

・交通量の割に踏切幅が狭い。 

本
町 

８
号
線 

ダイエー～ 

旧国道170号
歩道 

・歩道が狭く2m以下(約 1.5m)、違法駐車車両が片足駐

車をしている。 

・歩道に点字ブロックが設置されていない。 

・踏切横断の時、ベビーカーやカートのタイヤがひっか

かる。 
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７―３．重点整備地区の問題・課題２ 

（施設及びバス関連等：団体ヒアリング結果より） 

バリアフリー新法では、建築物特定事業が追加されたため、ここでは、公共的建築物と大

規模商業施設及びバス関連について、団体ヒアリングの主な意見の整理を行いました。 

 

※老人クラブ連合会－老、社会福祉協議会－社、身体障害者福祉協会－身、の記号で示す。 
項 目 問題点等 

【市役所】 

・市役所正面の自動ドアは片引きなので、はめ殺しのガラスとぶつか

りそうで危ないという話を聞いている。はめ殺しのドアに目印をす

ればよい。（社） 

・市役所に入るのに車椅子の方は、地下から入っていく。駐車場を通

らなければならないので、危ない。（社） 

・市役所は受付カウンターが立っての対応なので、高齢者や身障者等

がしんどいという声を聞く。市民窓口課はまだ座れる場所がある

が、高齢者が多い保険年金課には座るところもない。背もたれのあ

るのとないのがあり、統一する必要がある。（社） 

【府民センター】 

・府民センターの身障者トイレは、中で回れないなど利用勝手が悪 

い。（身） 

 

【中央公民館】 

・中央公民館の身障者トイレはアコーディオンドアで身障者がカギを

自分で閉めることができない、設備の更新が長い間なされていな

い。（身） 

 

【青少年センター】 

・青少年センターは階段のみで、エレベーターがない。福祉がついて

いる施設なのに。（身） 

 

【レインボーホール】 

・レインボーホールの障害者用トイレのドアは重い。中ホール横のト

イレはドアで出入しにくい。（身） 

 

【ダイエー】 

・商業施設では、ダイエーが問題。買い物客用のエレベーターがなく、

身障者等は荷物用のエレベーターを利用するが、荷物用なので位置

が悪いことと、臭気がきつい。また、トイレが踊り場にあり、身障

者等は利用することができない。当然身障者用トイレではない。

（老）（社）（身） 

 

【施設関連】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ジャンボ】 

・トイレが階段踊り場にある。（社） 

・エレベーターが使えない。（身） 
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項 目 問題点等 

【ジャスコ・万代】 

・ジャスコ、万代はバリアフリー対応となっている。（老） 

【施設関連】 

 

 
【その他】 

・富田林にはバリアフリー施設のモデルとなるべき施設がない。全体

的に遅れている。（身） 

・新しい施設を作る場合は、ユニバーサルデザインの考え方を踏襲し、

当初の計画段階から利用者の意見を良く聞いて計画すべき。福祉会

館の改修時も障害者用トイレなど後でやり直したところも出てき

ている。（社） 

・新規開店のローソンには身障者用トイレが整備されている。（身）

【富田林駅南口】 

・富田林駅南口の金剛バスは駅前が狭いこともあって、バスが錯綜し

て、歩行者は危険である。（老） 

【富田林駅北口】 

・富田林駅北口のバス停の乗車口の柵が狭く、バスがぴったり止めて

くれないと車椅子が通行・乗車できない。また、歩道との間隔が空

きすぎている時も同様である。（社） 

【レインボーバス】 

・レインボーバスの路線が縮小されたが、レインボーバスの要望は沢

山聞いている。坂道のある所などの要望が強い。運行ピッチが15

～20分間隔でないと、利用はしにくい。府民センター前にバス停

をつくってほしい。（老）（社）（身） 

【低床バス等】 

・低床バスが採用されているが、時刻表に明記がないので、いつ来る

かがわからず利用しにくい。現在は前もって電話してほしいと言わ

れているが、なかなか難しい。運行路線を決めるか、時刻表に表示

するか等の工夫がほしい。（社）（身） 

・低床バスであっても、歩道の高さがないとステップが出てきてうま

く接合せず、運転者も苦労している。本来はリフトバスが最適だと

思う。（身） 

・視覚障害者は、バスによって乗車位置（中央・後ろ）及びステップ

（段数）がいろいろあるので、音声で知らせてもらわないと乗車し

づらい。（社）（身） 

【バス関連】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

・高齢者の人は車の運転ができない人も多い。多くは誰かに同乗させ

てもらって用事を済ませているが、一人暮らしの人も多く、バスは

欠かせない。（老） 

・バスと電車のつなぎが悪いのではないか。（社） 

・その他、バスそのものについての問題は少ないと思う。（老） 

 




